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キ ャサ リン ・マ ンスフ ィール ドほ ど社会の共有物 と化 した作家 もす くなかろ
う。1923年,彼の女 が病死す るや,夫 ミ ドル トン ・マ リーは,い ちはや く,し
か も慎 重に,日 記 と書 簡集 をあつ め,こ れが出版 を以て 自分 のつ とめ とした。
キ ャサ リン ・マ ンス フ.一 ル ドとは どんな女性 であったか一一 これ を世人が知
る こと こそ最 も重要 な事柄 で あろ うとマ リーは考 えた。生活 と作 品 とが一体 と
なって分離 しがたい作家があった とすれ ば,そ れ はマンス フ ィール ドであ り,
その作品 を本 当の意味で理解す る為 に,そ の書 簡集 が必要欠 くべか らぎる もの
で あ るという点 に於て,彼 の女 と比較 し うる ものは,唯 独 りキ ーツあるのみ と
マ リーは思 った。彼 の女 の小説 は,彼 の女 の書 簡 と合 しては じめて一個の完全
な もの とな る。互 いに補完 しあ う間柄 で ある。事実,彼 の女 の傑作 と もい うべ
き小説 の中に よ りも,そ の書 簡の申に,マ ンス フ ィール ド本来 の天分が一層完
全 に示 されてい ると考え る ことす らあった。キーツの詩 と書簡 について も全 く
同 じ ことを感 じた と彼 は述壊 してい る。
キ ャサ リン ピマ ンスフ ィール ドの書簡 と日記 を出版 す る事業 に着手 した時の
夫 マ リーの心境 は,彼 が細やか な愛情 を交わ し,今 死別 した人へ の記念碑 を建
て よ うと努力 を傾 け る個人的資格 か らでは な くて,キ ャサ リンの天分に独特 の
タ
素質 を認 め,こ れ を広 く世人 の前 に確立 しよ うと決意 した一個の文芸批評家の
立場 か ら行動 をとることで あった。即,彼 はキ ャサ リン ・マ ンス フ ィール ドは
最早 自分一個人に属 す る もので はな く,広 く社 会一般 の人々の もので あると断
じ,特 に 亡き妻 が`1egacyoft・ruth'とよんでいた ところの もの を伝 え ることこ
そは,自 分の義務 と痛感 し,社 会の人が 自分 と同様 にその貴重性 を重 ん じて く
争
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:れる もの と信 じた。果 して マ リーの この確信 を裏書す るが如 く,マ ンス フ ィー
ル ドの 日記 と書 簡集 は今 日ヨーロ ッパの古典 とされ るに至 った。
従 って マ リーは個 人的な亡妻 の追憶 にのみ耽 るべ きに非ず と断ず る。彼 はマ
リー夫妻の10年間の生活 について詳 し く知 りたい と思 う読者 には,彼 の 自叙伝
について希望 をみたす ことを望み,ま た,妻 マンス フ ィール ドの生活振 りを知
りたい人には,彼 の女の 日記 と書簡集 が十分に その用 をはた して くれ ると云 っ
て い る 。
`K
atherinehadagreatergeniusforbeingsimplyahumanbeingthan
anyoneIhaveeverknown,orreadof.'一一 と は キ ャ サ リ ン の 親 友 の 一 人 が
、
彼 の女 を評 した言葉で あ るが,マ リーはこれ こそは簡に してま ことに妙 を得 た
評 と賞 してい る。マ ンスフ ィール ドの短篇小説 は一つ一つ が夫々完成体 をなし
てい る もので,こ の例 を他 に求 めれば僅かにキー ツに類 を見 出すだけであ ると
彼 は云 う。云 いかえれば,彼 の女の思いつ きの言葉 と,十分考慮 して使 う表現 と
の間に は,本 質的 な差違 は存在 しない,つ ま り一一一彼 の女 の芸術 と入生 とは全
く別な もので はないのだ,彼 の女 はいわゆ る職業作 家ではなかったのだ。 即,
彼 の女 の特 魯は,Spgntaneityとい う天与の才能にあ るのだ一一一一と彼 は云 う。
彼 は更 に云 う。 このSpontaneityは,マンスフ ィール ドがペ ンをと る時は,
小鳥が嚇 る時の ように,骨 を折 ることな く言葉 が出て来た とい うことを 意味す
,るのではない。 それ どころか,実 に根気強い,独 特 な努力を傾 けて書 き綴 った
と彼 はその苦心 を説 く。 マ リ・一がマン スフ 。一ル ドの作品 独 特 のSpontaneity
について語 るのば,あ たか もキ ーツの場合に用 い るの と同一 の批評的意義 に於
てであ ると断 じてい る。キー ツはその短い人生 に於 て,何 回 とな く創作上の不
作 と精神的苦悶一一 キーツのいわゆ る`agonieennuyeuse'を経験した の で あ
る。即,.`Odes'の詩作直前 こそは,ま さに この よ うな一 時期 にあた り,シ エ ー
クス ピア以来の英国詩壇 に於て,自 然 に流露す る表現 に於け る 最 高 峰 を 示 す
作品 も,不 作 と苦悶の洗礼を うけたのであ るが,か ㌧る批 評 的 意 義 に於 け る
`Spontaneity'とは
,生 活 をしてい る自己 と創作 を試 み る自己 との間に間隙 も分
離 もない ことを意味 す るとマ リーは云 う。芸術 は人間の経験 に相 応ず る。 芸術
/
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上 の重 大進 歩は皆,人 間の向上 と符合す る。人の心 がみだれ,停 滞 し,混 乱を
続 けて,人 生経験が落付かぬ時は,芸 術 も亦黙して語 らない。 言葉 は内部浄化
ノ
の結 果 としてのみ生 まれ て来 る一一 こ う論 じて,マ リ義はは じめて 次 ぎの如 き
自己 の考 えが明瞭 に された もの と観ず る。即 ち ゴ第 一にSpontaneityこそはマ
ンス フ ィール ドの天分 を明確 に示 す もので あ り,第 二に彼 の女 は職業作家で は
なかった とい うこど 一 この二点 を彼は強 く主張す る。 客観 美(P型を組立 て上
げ る作家で もな く,い わゆ る 「小説 を ものす る」作家で もなかった。 マ リニに
よれば,マ ンス フ ィール ドは人生 の経験 に対 して,普 通人の企て及ぼぬ繊細 さ.
を以 て反応 を示した作家で ある。
最初 か らキ ャサ リン ・マンスフ ィール ドの特徴 は経験に対 して 並 々な らぬ熱
意 を示す点 にあった。ペ ーターや ワイル ドの哲学 に捧 げた若々しい熱情,若 き
日には じま る日記の習慣,更 に さか上っては,子 供 らしい無邪気 さと一徹 な気
持 を以て人生に対 したぬか りな さ一一一 これ らは皆,マ リーの言 を以てすれば ・、
経験 に対 す る本質 的な熱 望のし るしで あった。大芸術 家に必要な もの は 「経験
を積む本性 」で あ り,キ ャづ リン ・マンス フ ィール ドは'生れなが らにして これ
を具備していた もの とマ リ・一は観ず る。
周知 の如 く,マ ンス フ 。.一ル ドが首都 ロン ドンへ出かけたのは 自分 の教育完
成 のためであった。 こ＼で音楽 の魅惑に と りつかれ,職 業音楽家た らん ことを
望 んだ。この方面で天分を発揮したかど うか は知 るよし もないが,マ ンス フィ苧
ル ド自身 は ロン ドンで音楽 家 とな る ことを許 されず,故 国 ニユー ・ジー ラン ド
に帰 らざるを得 な くなった。心 な らず も帰国す る彼 の女 の心 は 反 抗 的 で あ っ
た。
作家 としての彼 の女の成長 は1908年7月帰英の 日にはじまる。 それは凱 激を
奏 しての 華 々しい帰英 ではなか った。家族 は真向 うか ら反対 して英国へ帰 るこ
とを思い と団ま らせ よ うとし,こ れ を押 し切 って 自己の道 を進むには,一 方 な
らぬ努力が必要であった。 作 家 として成功 す る才能が彼 の 女 に あ る と 家族 め
者 が頭 か ら信 じなかったのは当然 であ る。今か ら三十 余年前の時代 では,そ れ
はニユー ・ジー ラン ド娘 には大 それた職 業で あった。 そ こで一 家は この反逆児
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へ の送金 は最 少限度に とs'めることにした。 キ ャサ リン自身 も,1908年には,
音楽家になろ うか,作 家になろ うか とあや ふやでいた。 二十 才か ら二十三才迄
の三年間の彼 の女の生涯 は,余 り知 られてい ない。恐 ら く慎重考慮の上 で一切の
名残 を と ゴめない よ うにしたのであろ う。 日記類 の記入 も残 っていない と云 っ
て よい 。出版 された 「日記」 の最初の部分 に掲 げ られ た記入が今 日に残 る手が
か りであ るが,そ こには孤独 の申に堪 えて来 たはげしい苦難が語 られてい る。
この時期 の所産 は,1911年に彼 の女 の処女作`lnaGermanPension'として出
版 され た,一 連 の悲惨 ・幻滅的 な短篇であ る。 後年 キ ャサ リンをして これ らの
短 篇の再出版に踏み切 らせ るには仲々容易 な らぬ ものがあった。 彼 の女 は徹底
的 に これ らの作品 と自己 との関係 を否認 したい と思 った。 メ、生 についての この
よ うな悲惨 な幻滅 の気分が,1911年の暮れ に書いた ニユ ー・ジーラン ドの牧場生
活を材題にした二 篇に一 一マ リーの考 えに よれば一 層力強 く一一 現 わ されてい
る。 その一 篇一一`TheWomanattheStore'は,マリーが さ ㌧やか な評論雑
誌 を編集 していた時分に,送 られて来た もので,マ リーは心 の底か ら感銘 を う
け,そ の影響 は仲々胸申か ら消 えなか った と告白し,こ ㌧か らマ リー とキ ャサ
リンとが相会 す る機縁 もうまれた ことを告げてい る。
キ ャサ リンは後年,マ リ、一と自分の二人 に関す る書簡ρ一 篇の一節で 次 ぎの
如 く云ってい る一一 若 し 「恋愛」 と云 うものを知 らなか ったな ら,そ れまで彼
の女に小説 を書かせ る もとだった絶望感 が彼 の 女 の 二 切 であっただろ う一一
と。 しか し彼 の女の よ うな性質 が恋愛に よって深い影響 を うけるとい うことを
知 るのに,キ ャサ リンの率直な言葉 をまつ まで もない。その影響の下 に彼の女 の
作品 は変化 を示 しはじめた。最初 の間,そ の調整 は混乱 を来し,た めに彼 の女
ほ余然筆 が とれな くなった。それまでの彼 の女の作品 の悲 惨 と幻滅は,こ の新
しい経験 と相 反機 し,`SomethingChildishbutveryNatural'の作が 日の目を
見 る迄 には,幾 月 もの時間的経過 を必要 としたも ので あ り,そ れだ けに これは
思いに悩む子供 らしい アイデ ィア リズ ムの浸透 した作品で あ る。 「恋愛」 と 「
幻滅 」 との葛藤 は,彼 の女 の生涯の終 りまで続 くもの となった。 それはキ ャサ
リンの生涯 と作品の地模様 とな った。
キ ャ ザ リ ン ・ マ ン ス フ ィt-一一ル ド 、(49)・
この葛藤 の性質 をマ リrは 明確化 しタ うと試 み る・ これ を理 解す ることは ・
即 ちキ ャ・サ リンの天分の理 解に欠か されない ものであ る。 更 に この 理 解 こそ 『
は,キ ャサ リン とキーツの性質 あ奇 し き酷似 を把握 す るよすが ともな るとで リ
ーは観ずる。葛藤 とは何を意味したのであろ う。それは外ならぬ,愛 の理想主
義 と人生の冷酷さを写実的に描 く苦痛 との葛藤であった。然しそれは既に以前
か ら始 まっていたことである。キ ャサ リンが筆をふれようとしない この苦難の
時代に於て・彼の女はひたむきに木生を経験しようと努力レ・苦々しい失望を
味 っ た め で あ る 。 こ ㌧で ふ れ て 来 た 悲 痛 さ…一`lnaGermanPension'や`The・
WomanattheStore・に於1ナる』残 酷 皮 肉 な リ ア リズ ムー 一一は,失 望 を 味 っ た リ.
ア リズ ム の悲 痛 さ で あ っ た 。 し か し 新 た な 恋 愛 の 前 に そ れ は 姿 うす れ,更 に一・
二 年 を経 過 し て この 恋 愛 も亦 魔 力 を 失 っ て し ま っ た 。 一 つ に は 逆 境 に 立 た され
た た め で あ り,又 彼 の 女 の 愛 人 の 性 格 の た め と も云 え るが,申 で も険 悪 な 大 戦
の 介 入 が そ の 主 な る原 因 で あ っ た 。 彼 の 女 の 日記 の 申 か ら,ζ の 特 殊 な 領 域 に ・
属 す るキ ャサ リン独 特 の この 経 過 の 記 録 と し て,マ リー は 次 ぎ の 一 節 を指 摘 す
る。'
Fora16ngtimeshesaidshedidIlotwanttochangeanythillgin
,him,andshemeantit.Yetshehatedthingsinhim,andwishedtheyし
wereotherwise.Thenshesaid・shedidnotwanttochangeanything
inhim,andshemeantit.Andthedatkthingsthatshehadhatedshe
nowregardedwithi颯iffereRce.Thenshesaidshedidnotwan重to
changeanythingillhim.But.nowsheIovedhimsothateventhe
darkthingssheloved,too.Shewishedthemthere,;shewas.notin、.
differept.Stillth¢yweredarkandstrange,butshelovedthem.And
itwasforthisthattheyhadbeenwaiting.Theychanged.Theyshed
their・darkness-一一一thecursewasliftedandtheysholleforthasRoya1'
princesoncemore,ascreaturesoflight,
!
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マ リーは この 引用を試み た理 由 としてキ ャサ リン ・マ ンスフ ィール ドの心 の
自然な動 き方 を正確 に示して居 る点 をあ げてい る。 特殊 の関係の もので はある
が,心 の動 き方 そのもの は,彼 の女に普通 の もので,こ れ を客観的な用語 で表
現 すれば,彼 の女 は 「美 」を発 見し,続 い て 「美」 とは不可分の 「醜 」一 一彼
の女の言葉で云 えば 「葉 の蔭 の蝸」一 一を発 見して これ を僧 む。次 ぎにその 「
醜 」に無 関心 にな り,最 後 に彼 の女 は新 しい 「美 」を見 出 す が,そ の 申 に は
「醜」 も包 含 され てい る。 この ような心 の動 きは一 マ レーはそれ を個人的な
恋愛の場合 に例 を求 めたが一 一非個人的な愛,即 人生その ものへの愛情 に於て
も同様 の発展過程 を示した。愛 一…幻滅…一 もっ と包 容力 のあ る新 しい愛。 こ
れが主観的 な発展であった。美一一 暗黒 一一 もっ と包容力のあ る新 しい美。 こ
れが客観的 な実在であった。彼 の女ほその書簡 と日記 に於て,何 回 とな く繰返
して同一 の進展 を示 してい る。彼 の女は云 う…一 「われわれの受けいれ る人生
百般の ことは皆変化 を うけ る。苦痛 も愛 と変 る。 これが神秘 とい うものだ。 こ
・れ こそは自分のなし とげねばな らぬ ことだ。 個人的愛情か ら拡大 され た愛情 に
到達しなければなちない」と。それでは彼の女が絶えず努力精進を重ねた非個
人的愛情 とは何 を云 うのであろ うが?そ れ はキーツの言葉 を借 りて 云 えば,
「すべて の物 に美 を見 る力」で ある。愛情の力に よって あ らゆ る物の美 を見 る
ことはその 真実 を見 ることで ある。 「何故に人は愛す るのであ るか?何 も理 由
はない。全 く神秘であ る。然 しそれ は光の よ うな もので あ る。 私 は光線 の中で
だ け物事 を真実 に見 ることが出来 る」 と彼の女は記 してい る。又曰 く,「 正直
こそは生命 ・愛 ・死な ど一切 の もの以上に人が尊重 す る唯一 の ものであ る。 自
分 の後か ら来 る入々は,こ の ことを信 ず るだろ うか つ 最後に於 て人 の持つべ
き唯一の物 は真実であ る。真実 は愛 よ りも感動 を与え る もので あ り,楽 し くも
あ り,熱 情 的で もあ るゴ。 全真実の美 を見出す非個人的愛情 は,個 人的愛情以
上に感動的であ る。キーツの窮極に於 て見出した境地 の
Beautyistruth,truthbeauty-一一thatisall
Yek豆owonearth,alldallyelleedtoknρw.
ぎ↓
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こそはま さにキ ャサ リンのをれで あると'いうことは敢 て述べ る 必要のない もの
であろ うとマ リーは云 う。
∬
以上の如 く基礎設定を試みた上で『,更にキ ャサ リンの生活 と著作の中に詳細
な吟昧を行 う前に,マ リーは彼の女の小説の組立に於ける過程 を示す簡単な例
き
を次 の如 くあげてい る。
`Whatareyoulookinght
,miygrandma?'Whyd6youkeepstopping
a夏dsortofstarin,gatthe,wa11?' .・ ・ 弓
Keziaandhergrandmotherweretakingtheirsiestatogether.The
littlegir1,噛wearingonlyhershortdrawersandherun.derbodice,her
armsand、legsbare,1ayono亘eofthepuffed.uppillowsofhergrand-
ma'sbed,andtheoldwoman,inawhiteruffled・ ・dressing-gow11,sat
in,arockeratthewindow,withalo旦gpiece .ofpinkk1血tinginher
1。p.Thisr。 。mthdhh。y。hared,1i震e亡h。 ・亡herr・・m。'・fth・
bungalow,wasof玉ightvamishedwoodandthefloorWasbare.The
fur煎urewas6ftheshabbiest,thesiInplest・Thedressing-‡able,for
insta亘ce,wasapacking-casei亘aspriggedf加Slinpetticoat,『andthe
In辻roraboマewasverystrange;itwasasthoughalittlepieceof
forkedligh樋ngwasilnpエisoユedin'it'Onthetabletherestood・ajar
ofsea-pinks,pressedsotightlytogethertheylookedmorelikeavelvet
pin-cushion,andaspecialshelfwhichKeziahadgivenhergrapdma
forapi11.tray,anda且othereven,more.specialwhichshehadthought
wouldmakeaveryniceplaceforawatchtocurlupin.
`Tellme
,grandma,'saidKezia.
Theoldwoma豆sighed,whippedthewooltwiceroundherthumband
drewtheboneneedlethrough.Shewascastingoh.
ノ ●
夢
、
へ
、、
`
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`I
wasthinkinggfyourUncleWilliam,'darling,'shesaid・quigtly.
`MyAustralianUn
cleWilliam?'saidKezia.Shehadanother.
も ト
`Yes
,ofcourse.'
`TheoneIne▽ersaw?'
`ThatwaStheone
.'
`Well
,whathappenedtohim?'Keziaknewperfectlywe11,butshq'
wanted'tobetold 、again.
`Hewenttothemines
,andhegotas岨strokethereanddied,'said
oldMrs.Fa辻field.
Keziablinkedandconsideredthepicture・again… … ・Alittle.man
fallenoverlikeatinsoldierbythesideofa'bigblackhole.
`Do俘sitmakeyousadtothinkabouthim
,grandma?'shehatedher
grandmatobesad..、
It,wastheoldwoman'stumtoconsider. .Diditmakeheエsad?To
lookback,back.Tostaギedowntheyears,'asKeziahadsee亘her
d・ing.T・1・ ・k・ft・r'th・rP.asaw・m・nd…,1・ng・ft・ ・th6yw・re
outofsight.Didit皿akehefsad?No,1ifewaslikethat.
`No
,Kezia.' 、}
・B
utwhy?・ ・sk・d'Ke。i・.Sh・ ・1ift・d・n・b・rearm・ndb・g・nt・
d・aw.thing・i亘thea辻.`WhydidUn・1・Willi・ 血h・v・t・ 出・?H・
w・・n't・ld・' .ゴ 、 一.1..・
Mrs.Fairfieldbeganc6untingtheStitchesip{hrees.
`1‡justhapPened
・'shes◎i{}inanabsorbedvoice.
`DQeseverybodyhaveto
,die?'aslKedKezia.
`E
veエybody!'
`M
e?'Keziasoundedfeayfullyincredulous.
`Someday
,mydaエling.'・ 、 』
`B亡t
,Gra耳dma.'葦(eziawavedヤherleftlegandwaggledthetoes.
,
キ ャサ リン ・ヤ ン ス フ ィt-一・ル ド(53)
Theyfρ1tsandy.`WhatifIjustwoゴtP'
、Theoldw6mansighedagainand、drewalongthreadfromthe
ba11.
`W
e'renotasked,Kezia,'she・saidsadly .`lthappe旦stoallofus
soonero∫1ater., ヤ
Kezial4ystillthinkingthisover.Shedidn'twanttodie.Itmeant
・h・w・uldhqvet・1eaY・h・re,1・aveev鐸ywh・re ,f・rev・ ・,1・ζv← 一一
leavehergxandma .Shero享ledoveτquickly.
`Grandma
,'shesaidinaStartledvoice.
`Whal
プmypet!'
`YoU're
.nottodie.'Kezia'wasverydecided.
`Ah
,Kezia't-一一 一her.grandmaIOokedupandslni1とdandshookher
head-…`d6ガtlet'stalkaboutit.・
`B
utyou'repQtto .Youcouldn'tleavem.e.Youcouldゴtnotbe
th・・e・'Thi・w・ ・awfu1 .`Pr・mi・em・y・uw・ 且・t・v・・d・it,G興d蜘,・
pleaded-'Kezia,.
Theoldwomanwentonknitting .
`Pエo
卑is6m.e!Say且eve∫!',
、Buts韻heエgran(㎞.awassilent.
Keziarolledoffthebed;shecouldn,'tbearitanylonger,.and .
lightly・h・leapt・nt・hb・g姻 窺 ・'・kRees乞 ・1・P・4h・ ・h・ 珪dr-d
.亡heoldwolnaゴsth-roatandbegankissingher,underthechin,behind
theear,andblowingdowllherlleck .
`Sa
ylleveエ・… ・・sayne・》er……saynever-一 一一'
Shegaspedbetweenthekisses .And .thenshebegan,veごysoftly
andlightly,toticklehelrgrandma.
`K
r・i・!'・,Th・・ldw・m・nd・ ・PP・dh・ ・knitti辞9.Sheswungba・kin
th・1、r・bk・・.Shβb・9・nt・ti・k1・K・ ・i・.・S・yn・v。。,.say-n。v。,say
も 鱒
、
讐
魁 擁
,
「、/
㍉.
'
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never,'gusgledKezia,while出eylaytherelaughingineachother's
arms.℃om,e,that'senough,mysquirre1!That'senough,mywild
pony!'saidoldMrs.Fairfield,settinghercapstraight.`Pickupmy、
knitting.,
Bothofthemhadforgottenwhatthe`11eveゴwasabout.
その 簡素 な表 現は実 に微妙 であ る。息子 の死 を回顧 し,悲 しみは過 ぎ去 った
と観ず る祖 母一一 彼 の女 は全 「真実」 の 「美」の発見 を直 覚 的 に 表 現 し て い
る。即,苦痛 と死 の受容 と,これ を うけいれて 「美」 に変 える こと一一 それは真
の英知 た る 「愛 」に見受 け られ る もので ある。 これ は天 分 を持 つ作家にのみ特
殊 な ことではない。 これは 「人生」 その ものの英知であ る。しかし これ を表現
す るには天分が必 要であ る。 「人生 とは このよ うな ものであ る」 とい う簡明に
して卓越した真実 を吾々に伝 え るに1ま才能が必 要なので あ る 。 又 一 方 で,ケ
ザ,ア は 「葉 のか げの蝸」 を知 らない 「純真 さ」 を現 わしてい る。 人生 は永遠
で もなければ,愛 情 も不変ではない とい う冷厳 な事実 が突然彼 の女 に明 る くな
った時,し ば ら くは恐 愕の余 り呆然 自失 して,彼 の女の生 きてい る世界 も木端
微塵 に くだけてしま う。然し 「純真 さ」が完全 であれば 「経験 」 の衝撃 はかわ
す もので ある。上記の例に於 ける祖母の場合 も,経 験 は経験 を乗 りこえて,今
「壕 「純真 さ」にか え る。か くして素晴 らしい対位法が完 うされ る。 「英知 」
と 「純真」は渾然 として一体 と化 す。`Saynever,Saynever,Saynever.
Bothofthemhadforgottenwhatthe``never"wasabout.'生の意 識 は本
能的な静かな生 の流れに再び集 め もどされ るのだ。 マ リーは,こ の よ うにして
透 明な底 に静かな人生 の英知な る宝 石をた ～えた,巧 ま ぎ る完 壁 の単 純 さ こ
そ,芸 術の傑作 であ ると云 う。天分 を持つ作家 さえ もその申で あが き もが く運
命 に ある世の常の 「努 力 と妥協 の世界」を超越 した ・別 の世界に属 す る もρ とし
て,H.G.Wellsがキ ャサ リン ・マ ンス フ ィール ドの傑 作を慎重 に扱 ったの は,
実に こういった もの＼ ためなのであ る。
キ ャ サ リ ン 。マ ン ス フ ィ ー ル ド
皿
(55)
真実 な る文学的才能 には説 明のつか ない要 素 が あ るの で,自 分 はキ ャサ リ
ン・マンス フィー ル セの才能 を説 明し つ くせ る と云 うよ うなふ りはし ない一一 と
マ リ・一は云 う。尤 もその申 には説明のつ く要素 もあ り,又 人間性 に対 して意義
を持つ要素 もあ る。 最 も錯雑した る捕 えに くい人の心 のあ る状態を人生 の真実
と美 に感応 しやす くす る彼 の女の驚 くべ き純真 さ一 … それは世間で専 ら伝 え ら
れ てい るよ うな技術的達成 では ない。それ はあ り得 ない ことであ る。いわば精
神の長い陣痛の末 にかち得 た道徳的 ・精神的勝利 の所産 であ る。 不断の努 力を
自己浄化 ・自己純化に傾 け,水 晶のよ うな透明 さに きよめ るとい うことのため
に,キ ャサ リン ・マンスフ ィール ドは無意識 の申 に苦闘しつ 団け,彼 の女の生
涯 の終 り頃 は,こ の状態に到着 し得 るよ うに と心 か ら祈 りをさ 、げた ことであ
つたQ
キ ャサ リン ・マ ンス フ ィール ドの示 した進歩の特 殊性 と云 えば,精 神浄化 の
重大 な瞬間 々々が,彼 の女の祖 国ニユー ・ジーラン ド及 びその思出に対 す る彼
の女の態度 と密接なつなが りを持っていた とい うことであ る。ニユ ー ・ジー ラ
ン ドに於て は,幼 い時代 は無意識 に,無 言で苦しみを味い,年 頃 にな ってか ら
は意識的に,不 快 を感 じ乍 ら苦しん だ・長年の間,ニ ユ ー ・ジー ラン ドに対 す
る彼の女 の憤慨 は,彼 の女 の人生 その ものに対 す る憤慨 のあ らわれ であった。
若い頃 には 自分 に対 す る祖 国の愚劣 ・無情 と考 え られた ものに対 して 抱い た自
己の感情 に,一 般人生 の無情 さ一 一彼 の女 のいわゆ る 「葉 のかげの蝸」一一 に
抱 く痛 恨 の思 いをキ 。サ リンは集申 したのであ る。
これが全 く一変 す る時期 が来 た。人生の無常 ・冷酷 さが彼 の 女に致命的 な打
撃 を与えた時 こそまさにその時期で あった。1915年の春 にキ ャサ リンの唯一人
の弟が従 軍兵士 としてニユー ・ジー ラン ドか ら来た。弟 は六才年下で,キ ャサ
リンは少児が赤子に対して感ずるような 温かい心でかばってや りfcいi愛唐
を弟に感 じた。キャサ リンが英国で教育 を うけ るために ニユー・ジ・一ラン ドを去
ったのは,自 分が十 四才で,弟 が七才の時 だ ったので,二 人の胸 に通 ず る思 出
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は子 供の時分 の ものであった。 そして二人 はその思 出について随分語 り合った
ものだ。マ リーはその時の模様 をあ りあ りと思い出せ るとい う。 それ は彼 がそ
の頃 多感繊 細で,深 い恋の と りことな っていて,二 人の会話 に心動 か され たか
らに外 な らない と告白してい る。f覚 えて るかい ……?」 「覚 えてい る?」
と思出話 はつ きなかっナこ。
斗91S年10月,弟の訓練期間 は終了し,彼 は元 気よ く,自 信満々で フランスへ
渡 った。 馳 ・ 、
`It'ssocurious-myabsoluteconfldencethatI'11co凱eback .Ifeel
it'sasceτtain,asthispear.'
`Ifeelthat
,too.,
`Icouldn'tnotcolneback
.Youknowthatfeeling.It'sawfully
m蜘i。U♂
・十 日た ㌧ず に ,演 習申 ミル ス手 りゅう弾 が弟の手申 で破 裂してしまった。
キャサ リンの うけた衝撃は大 きかった。しかしそれは一種特別な衝撃であっ
た。彼の女に とって悲嘆 とは云いがたかつた。 これは徹底した精神的変革隆起
運動のおこる機会であった。彼の女の持つ価値あるものが突然 「るつぼ」 の申
に投 じ られて,そ の申か ら唯一つだけ出現 した それが 「愛」であった。彼
の女はまだ自分の一部 と思っていた悲痛 ・冷笑を放棄することこそ 緊急欠か さ
れぬ必要事 と考えた。このよ うにして突然彼の女の最高の特質 となった 「愛」
は,個 人的な ものであると同時に非個人的な もので もあった。 「愛」 な くして
何の 「真実」があ り得よ うそと彼の女は突然考 えついた。
WhyshQuldonelove?Noreason;it'sjustamystery.Butitislike
alight.Ican.seethingstrulyonlyinitsrays.
しかしこれは勝利がかちζられ ・彼 の女 が この発 見 の性質を知 るようにな
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ってか ら書かれた ものであ る。 こ ㌧当分の聞,ニ ユー ・ジー ラン ドに於 ける幼
き日の生活 こそはか けがえのない尊い もの と思われ るよ うにな ったのであ る。
その理 由は 自分 で も分 らない。時には何か弟 と豊 かに分 ち合っ アこものなのだろ
うと思 うこと もあった。実際 は,彼 の女の心 に 「愛情 」 を呼びお こした もの ＼
所 為で あった。 この 「愛情 」に全 く委ね られ た 自己 「愛情 」 のか ゴや くと
ころでな くては生 きてゆかれぬ 自己 は,新 生の一自己1で あ ると彼 の女 は感
じた。従 って`Prelude'一これ を彼 の女 は この時南仏で書 きはじめ,こ の新生
の 「自己」 な くしては書 けない と感 じた を書 く とい う行 為 そ の ものが,
精神的再生 に向 っての間断 な き一っの努力で あった。
`Prelude'の最初 の草稿 を書 く時離れ ずにつ きまと
った内部葛藤 それにつ
いては 「日記 」の中 に貴重な記録が残 ってい る は このよ うにしてお こった
のであ る。`YoukP.owhowunhapPyIhavebeenlately'と1916年2月14肝
の 日記に亡弟 に対 す るが如 く書かれてい る。`Ialmost'felt:Perhapsc`thenew
maゴ'willnotlive.PerhapsIamnotyetrisen……ButnowIdonot
doubt.'そう云 う瞬間,弟 は彼 の女に とって は,新 しい,目 に見えない,未 知 の
自己 の片割れで あ り,相 棒で あった(彼 の女はその新 しい 自己 を誕生 させ よ う
と苦闘して いたので ある)。 しか しそれ もその瞬間だけに と 団まった。彼 の女
の 日記 の注 目すべ き頁 浮読者 に示す よ うな独特 の個人的方法で,弟 は姉 キャサ リ
ンに とって絶対 不可欠 の重要度 を持つ ものではなかった。彼 は象徴で あ り,「
愛情 」だけが理 解 し得 る 「純 真」「真実」「美 」の世界の一部分であった。 そし
て又その世界 は,彼 の女が現 実に記憶 してい るあのニユ ー ・ジー ラン ドを遙か
に超 えた何物かで あった。若 し彼 の女 が祖国に対 して抱 く憤 りを 克 服 し 得 れ
ば,若 し彼 の女 の祖 国に対す る痛恨が 「昔 うけた傷 を赦す」 気持の中 に解消し
得 るな らば,若 し彼 の女 が祖国か ら個人的に虐待 を うけていた と感 ず ることを
禁 じ得 た とす るな らぼ,「 人生 」の真実 と美 はその申 に現 われ 》彼 の女 の胸に
訪れ るであろ う。'一 ・',
これ は伸 々容易には説 きえ ない ところ'と マ リーは考え る。 彼が理解 した
と信 ず る過程 の 性 質 を 伝 え ず にい るか も知れ ない。 弟 の死はそれ だけの もの
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で あった と も云え るし,又 それ以上の もので あった と も云え る。 疑 う余地 もな
くそれ は彼 の悲痛な最後で あ り,戦 地か らの無事帰還 を堅 く信 じて いた彼 に対
す る冷笑で あっナご・ この ことは故 国 ニユー ・ジπ ラン ドの悲痛 な思出を乗 りこ,
えて彼 の女 を敏速 に育 て上 げ,彼 の女 自身の一 生の捕 捉しがたい 目的,更 には
彼 の女 が必ず到着しなければな らない と思 う目的地へ急いで進む こ との必用性
を痛烈 に認識 させ た。 ま ことに弟 の死 はキ ャサ リン ・マ ンス フ ィール ドの一生
に於 け る決定的 な出来事で あっアこが,そ れ は原 因 どなったのではな く,機 会 と
なったのであ る。 それ は彼の女 に深い 自覚 を呼ぶ機会 を もた らした。
IV
この時以来,彼 の女 の生涯は内部浄化 透明度の高い浄化 を達成 す る
こ とに,意 識 して向け られた。それ は中絶す ることのない登 りではなか った 。
この種 の人類 の進歩は皆 そ うで あるが 。 然し乍 らζの進歩の最 初 の 大 階 梯 が ・
`Prelude'の草稿 を書 くとい うことで あった ことは疑 いを い れ な い。 ニユ ー ・
ジーラン ドの記憶 を浄化 し,彼 の女 の心か ら一切の憤縷 を洗いお として,故 郷
の島が新生 の歓び と輝 きを湛えて,太 平洋 の水面 に装い も新 しい 姿 を現わすよ
うにす ること一 これが洗練 された雅 やかな 内部精神の外部に あ らわれ にし る
しで あった。心 の申に見えて来た ニユ ー ・ジーラン ドの新 しい幻影 にふ さわし,
くな るとい うことは,絶 対的 な意 味に於ての ことなのであ る。即 ち,新 生 の条
件 を達成 した とい うこど 「清純」 の幻 を再び捕捉した とい うことであ る。
キ ャサ リンは後 日になって この時彼 の女 の企てた ことを`Prelude'の中で次 ぎ
。 の如 く述べ てい る。 ・ ざ
Intheeaエ1ymomi豆gthereIalwaysエememberfeeli駐gthatthislittle
islandhasdipPedbackintothedarkblueseaduringthenight,only
todseagai立atthegleamofday,allhungwithbエightspapglesand
glittedRgd犯ps.Itτiedtocatchthatmomentwithsomethingof
itsspa∫klea亭dflavouエ.Alldjusゼasonthosemorningswhitesilky
キ ャサ リ ン ・マ ン ス フ ィー ル ド(59)
mistsariseandu耳coveエsolnebeauty,thensmotheritagainandagain
discloseit,Itriedtoliftthatmistfrommypeopleandletthembe
seenand'thentohidethem 、again・… ・・It'ssodifficulttodescribeall
this,anditsoundsperhapsover.ambitiousandvain.ButIdon'tfeel
anythingbutanintenselongingto
,servemysubjectaswellaslcan・ 、
'
確か に述べに くい ものであった。 ち らっ と片影 を見 せた新 しい幻 をしっか り
と捕捉し よ うとキ ャサ リンは必死で あった。 この幻 これ を一般 に 「想像 」
又 は 「愛 」の幻影 と名付け る を完全に 自分の もの とす るには一 つの事が 達
ノ
成 されな くてはな らない。 「自己」の停止が必要である。
キ ャサ リンは当然手 さ ぐりをするようにして,こ の内的宿命の本質の表現 を
求 めた。時としては前述の如 く重点が一種の再生に置かれ る。前の引用文
これは1914年10月に書かれた ものだが一 に於て,他 の感情は皆排除して,そ、
こ を 占 め るべ き文 章 を示 せ ば,`anintenselonging-foservemysubjectas
wellasIcan'とか,・tobemadecrystalclearforthedivinelighttoshine'
through,'又は`tobesimpl6asbnewouldbesimple'beforeGod'など で
あ ろrう。 キ ャサ リ ンは これ を 色 々変 っ た 表 現 で 示 し て い る 。 あ る 時 は 芸 術 的
に,叉 あ る時 は 明 らか に 宗 教 的 な 表 現 で 。 し か し 本 質 的 に は ど れ も意 味 す る と
こ ろ は 同 一 で あ る 。 そ れ らの す べ て が 属 す る と ころ は,芸 術 と宗 教 が 真 実 に一
体 と な る人 間 経 験 の稀 な る領 域 で あ る 。 自己 消 滅 の 必 要 を 確 実 に 発 見 し た もの
と云 え よ う 云 い 換 え れ ば,芸 術 家 を し て(若 し彼 れ が 自 己 の 職 業 に 忠 実 で
あ る な らば)ウ イ リ ァ ム ・ブ レ イ ク の提 唱 に 従 っ て,不 朽 の 福 音 を説 く聖 職 者
た らし め ず に は お か な い もの で あ る 。 ・
そ の 不 朽 の 福 音 と は 何 で あ るか とい う こ とは 左 程 簡 単 に 言 葉 で 表 現 出 来
な い 。 若 し表 現 し て み た と こ ろ で,言 葉 は 単 純 な もの で あ る か ら,そ れ が 持 つ
意 味 の深 さ に もか ㌧わ らず,或 は 深 さ ゆ え に,忽 ち誤 解 され て し ま う。
Beautyistruth,truthbeauty.
書
＼与
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とい うキ ーツの詩 にせ よ,beautyoftruthを見た り感 じた りす る力 は 実 に 稀
な もの と考え る。尤 も吾々皆等し くこの力の訪 れを うけ る瞬間はあ るもの と信
ず るけれ ど も。いわゆ る 「神聖 な る愛」 と名付 け られ る もので,物 の真実 の姿
は この 「愛 」の光の申でな くては見 る ことが出来ない とキャサ リン ・マ ンスフィ
ール ドも云 ってい る。然 し これは静止 ・継続的 な力でな く,又 そ うはあ り得 な
い。 「愛」 と 「幻滅」 との葛'藤の頻繁 な転化を通 し てな し とげ られ る ものであ
る。
1918年2月「,彼の女は唯一人南仏 にあ6て 病 をい たわ っていた。 そこで`Je
neparle'pasfra項ais'とい う美 しい変 った話 を書 き出した。.マ'リ・一の 手 許 に
をれ を送 る.時,彼の女 ほその特質の説 明を次ぎの如 く述べ てい る。
1'vetwokick-offもinthewritingganユe〔shewτoteip-February●
19!8〕・Op・irj・yr-一 ・eal」・y-rth・thingth・tm・d・m・writ・Wh・P
welivedatPaulihe,andthatsortofwritingIcouldonlydoinjust
th・t・t・t・・fb・ingin・ ・m・p6・fectly
,bli・sfulw・y・tpeace・Th・n
somgthingdelicate鋤dlovelyseemstoopenbeforεmyeyes,. 、likea・
fl・w・踊th・utth・ught・f・f…tρ ・、acddbreath・ 年n・wingth・t-all
aboutitiswarmandtender鋤d`ready'.AhdthatItry,e .verso
humbly,toexpress.
Theotherkick-offismyoldohginalone,andhadInotkhown
loveitwouldhavebeenmyall.Nothateordestruction(bothare
belleathcontempttisrealmotives)butanextremelydeepsenseof・
hopelessness,ofeverythingdoomedtodisaster.There!1、gotit
exactlyacr夕againstcorruptionthatisabsolutelythenailon
thehead.Notaprbtest「.acry.』'
一週間たって ,彼の女はばじめて多量の出血をした。朝の陽 ぎしを迎 えよう
と寝貧か らとび出したとにんのことである。病気の実在をはじめて知 らせ る気
?
、
キャサリン ・マシスフィt・・一ルド(61)
味の悪い警 告で あった。
彼 の女 の書簡か ら抜葦 した この一節 は,キ ャサ リンノ マ ンス フィー ル ドを真 に
理 解 し よ うとす る人 に は極 めて重要 な もので ある。 第一 に吾 々が記憶 しておか
ねば な らぬ ことは,彼 の女が心静かに幸福感に満 ちた状 態で執筆 出来,又 執筆=
したVillaPaulineのi数ケ月 は,`Prelude'を書 いて いfc時である とい う事だ。
同時にそれは彼の女 の 日記 を読 む普通の読者 にしてみれば,弟 の死 に傷心の時
であろ うと想像 す る。 全 くその通 りの彼 の女であ る。が一方では事実 これが純
粋の喜悦 の時であった。 執筆 と生活の申に愛の 自己消滅 を営 んでい る時であっ
た。
然 しキ ャサ リン ・マ ンス フ ィール ドには別 な創 作条件が あった 即 ち彼 の
1
女の云 う非常に深刻な絶望感である。若し彼の女が愛を知 らなかったな ら,こ
れが唯一の創作条件であったろうと彼の女は云 う。 この状態か らの創作につい
ま
て最 も驚 くべ き例を求 めれば`Jeneparlepasfrangais'と不 当に軽視 され て
い る`TheMarriedMan'sStory'であろ う。その中には無理 も緊張 もない,
等 し く自己消滅 の心構 えか ら自然 にわ き出て来てい る もので,唯 そ こに は喜悦
が ないばか りで ある。
これ ら土っの条件はキ ャサ リン ・マ ンス フィール ドの申で交代 しあって 休む
ことがなか った。喜悦 と愛情 の自己放棄 をして世 の申に 出 向 くか,退 い て 落
胆 ・失望の申 に 自己の殼 に閉 じこ もるかで ある。 この;者 の申一つ を選択す る
こ と,又 はキ ャサ リン ・マ ンス フ ィール ドの特質 として どち らが ま さるか と指
摘 す ること こ うい うことはマ リーのよ くなし得 る ところではない と彼 は云
う。相互 交代 の事実 こそは彼 の女 の特質で あ り,と りわ けて彼 の女の書 簡の特
質で ある。
そ こでマ リーの所 見に従 えば,キ ャサ リンが全 く筆 を絶っ前,彼 の女 の作が
最後の段階 に達 した時,こ れ ら二つの条件 は融合 して作品の申 に現れ た。ヒマ リ
ーが 自信 を以 て彼の女 の最 も完 壁な る作品 として推す ものは ,亡 くな る一年程
前に書い1:fi終作品中の二 篇`TheDoll'sHouse'と`TheFly'であ る。
どち らも短 篇であ るが,ど ことな く決定的終局性 をた 皮よわせてい るよ うにマ
も∫
'
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導 一 に は 感 じ られ る と云 垢 そ の特 質 を明 らか に す るに は,キ ー ツ の 次 ぎ の 言
'葉を 借 用
.しな い'で は 表 現 で きな い と彼 は 云 う ・asorrowmore'beautiful
thanbeauty,sself,。
ど の よ うに し て これ は な し とげ られ た の で あ ろ うか?マ リー は 彼 の 女 の 心
の卸 き方の略図を描 こうと試み る・ それには次ぎのよ う塗型に従っτ始 めて理
解が つ くと彼 は云 う。 ・ ・.,『 ㍉
{i)一種悲惨 な人生の反動 これは`Prelude'以前 の作品 の特徴 。
(2)明る く温 か い 人 生 の 容 認 これ を完 全 に 現 わ し て い ろ もの は
`Pr
elude'。「 』t -
一 【3}人 生 に 対 す る 一一層 激 し い 幻 滅 と 反 動`nessummaggiordglore'・
この 完 全 な 表 現 は先 ず`Bli・r'に示 され ・)次第 曜 験 樋 ・じ て 深 い 纏
感 とな り,そ の表 現 は .`Jeneparlepas、frangais'に見 る・
四 最 後 に この 絶 望 感 の 受 容 この 受 容 か ら最 後 の 完 成 作 品 が 生 ま れ た 。
この 最 後 の 変 化 が 最 も理 解 し に くい 。1920年々 リ ー宛 書 簡 に この 変 ぼ う
の 性 質 を垣 間 見 る こ とが 出 来 る。
And・then・bodilysufferingsucha多Tveknownfor.threeyears.It
ha・ch・ng・d'f・reverev6・蝉ng-ever'theapPearanc・ ・fth・w・ ・ld
isnotthesa血e--thereissomethingadded.
.Everythinghasits
Shadow・'Isitrighttgresistsuchsuffering?Doyou
.knowIfeelit
h・・b・en・碑 血・n・ep「iVi1・g・・Yes・i耳・pit・・f・11・H・WblindW・
Iittlecreaゼuresare!It'sonlythe-fairytaleswerea11yliveby.Ifw6
setoutuponajo廿mey,themρrewo=nderfulthetreasure,thegreater
thetembtationsandperilstobeoverco血e.Andifsomeollerebels
・nd'say・,lif・.i§n'tg・d・n・ught7n'th・seterm・,・necan・nlysay
`ltis!'Don'tmisunderstandme
.Idoゴt層meana`thomintheflesh'
`-T-it'samilliontimesmoremysterious.Ithastakenmethreeyears
tounderstandthis-=、tocometose6this .Weresist,weareterriblY
＼キ ャサ リン ・マンスフ ィ・一・>vド' ,(63)
frightened.Thelittleboatenters{hedarkfearfulgulfandouronly
cryistoescape-`but血e.6111andag'ain'.Butit'susdess.Nobody
'
listens.、Theshadowyfigqr6rowson.O・neo.ughttositand'uncover
ヲones 、eyes。
Ibelievethegreatestfailingofallistobefrightened.PerfectL,ove _
castethourFear:WhenIlookbackonmylifeallmy・mistakes、
havebeenbecauseIWasafraid… …WasthatwhyIhadtolookon
death?WouldnOthlnglesscμreme?Youknow,onecan't
-help
wonderi蒋gsometimes… …No,"notapersonal IGod.Muchmorelikely
-一 ・thesoul's
.desperatechoice・'・ ・
y`Th
esoul'sdesperatechoice'、 ・この 最 後 の 言 葉 は 実 に深 遠 な 響 き を た ふ
え,心 の 奥 深 くひ そ む 究 極 の 宗 教 の 真 義 と も思 わ れ る と マ リー は 云 う。
キ ャサ リン の 意 味 す る と ころ は 何 で あ っ た か?マ リー に よれ ば そ れ は こ うで
あ る。経験 の強剃 に服従 し,経 験 をあ るが ま 、の姿で真実 に受 け入れ ・ 頭 をそ
む けた り目を そ らす ことのない 「経験 を積 もうとす る本性 」は,最 後 には究極
の英知へ の媒質 とな る。 自己が 「人生」 に従 うことに よって,選 ば れ た 本 性
は,「 人生 」の真義 を述べ るための手段 とな る。若しキ ャサ リン ・マ ンズ フィ
ール ドの皮相的な領 解で満足出来 かね るとすれば ,彼 の女の理解 は ウ ィ リアム
・ブ レー クが 自己 の経験 を現わすた めによ く用いた よ うな 言葉 を借用 して はじ
めて達成 され ると云え よ う。 自己消滅 の為 のブ レイクの努力 彼 の信 ず る真
実 な る,「神聖な る想豫 」の唯一 の条件一 が キ夢サ リンの中で 復活更生 をみた
のであ る。1921年迄それ は彼 の女 の 目的並び に彼 の女 自身 についての一切 の考
慮の重荷 とな った。1918年2月,単身 フランスで病床 に臥 して,こ の世の幸福な
愛 の夢 は所詮 自分には許 されぬ もの と知 った時に,彼 の女 をと り こに した 失望
の どん底 を彼 の女は押分 けて進んだ(キ 占ツ もこれが 許 され ず,そ の事 を さと
って 彼 は失望に陥 らぬよ う苦闘した)。 今や彼 の女の病没18ケ月前の1921年を
迎 えて,最 早 これ らめ事にわず らわ され る彼 の女ではなかった。 唯一 つ心にか
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Sる こ と は,経 験 の 純 粋 な る 媒 質 に な る と い う こ と で あ っ た 。7月16日 彼 の
1女 は次 ぎ の 如 く書 い て い る。`Marksofearthlydegradationstillpursue.享ne,
、Iamnotcrystalclear・'その 後,`AttheBay'の執 筆 に 積 む 苦 心 の 中 に,突 然
・ 彼 の 女 は こ の 条 件 を達 成 し た 。 ＼
・There'smyGrandmother
,backinherchairwithherpinkknitting,
therestalksmyUnc1eoverthegrass;Ifee1asIwhte,`Youqrenot
d6ad,mydarlillgs.Allisremembered. .Ibowdowntoyou.Iefface
myselfsothatyoumayliveagainthroughmeinyourrichnessand
beauty.'Andoneispossessed. ,・ 、
ノ
ピンクの編物 を もってい る祖 母 これは既 に引用 した女であ る。 今や吾々
は完 壁にして深遠 な る単純 さを創 り出す心 の条件 を知 り得 たのであ る。 教理 あ
り,経 験 あ り,芸 術 あ り。最 後の頼 りとしてのそれ はまさに 芸術の至高 の偉業
で ある 即,全 く従順な存在 を通 じての 「人生 」の言葉 であ る。
活動 の範囲か らすれ ば,キ ャサ リン ・マ ンス フ.イー ル ドは さ ㌧やか な 芸術 家
で あ った。然 し彼 の女 は極 めて純真 ・従順 でφつπか らジ 芸術 家 として偉大 な .
存 在 となった。 この理法に於て は 「芸術」 と 「非芸術」 とが あって,こ の両者
には絶対的な差運がある。それは恩寵のおとずれ と,知 覚ある存在が達成しよ
う と し て 試 み る 最 高 の 努 力 と の 間 に,キ リス ト教 哲 学 者 が 明 か に し た い と 思 っ
た 差 違 と正 し く 同 じ も の で あ る 。 ブ レ イ ク・ キ リ ス ト教 と 芸 術 と の 終 局 的 一
致 を 知 っ て い た た め に 孤 立 し た こ の 大 芸 術 家 一 は,`Weinoyrselvesare
nothing.iと云 う。 キ ャ サ リ ン 自 身 も マ リ ニ の 弟 に 次 ぎ の 如 く書 い て い る 。
Aboutreligion.Did』youmean.`thest耳dyoflife'orChrist's
religion℃omeinto】血eallyethatIabourandareheavyladenand-I
willgive,you士est'.Thequeerthingisthatonedoesnotseenユ.to
contエadi(}ttheother,tome.IfIlosemyselfinthestudyoflife,
噛!
キ ャ サ リ ン ・マ ン ス フ ィ ー ル ド(65)
andgiveupSelf,thenIamatrest.Butthemore .IStudythe
religionofChristthemoreImarvelatit.
鋭敏にして且つ無 敵な この誠実 さの真義 は何で あろ うか?こ れ を説 く人は
ないが,そ れ は存在すべ き筈であ り,吾 々 はこれ を認 め,こ れに応え るべ きで
ある。実際に これを認 め る人 々は,経 験 に従 わせ よ うとす る異常強制 の申に そ
.れはは じめか ら明 らかで あると考え る。人生 とか ＼る性質 との間に於て は衝 撃
は和 らげ られ ない。當 にそれ はむ き出しで あ る。 教義 も考 想 もし きた りもその
問に恰好 な媒体 をいれ ることは出来ない。 これ らの性質 は,`thoughts'の生活
よ りは`sensations'の生活 を送 るよ うに運命 づけ られ るか,又 は特権づ け られ
る。確かに この よ うな生涯は,キ ー ツが これ らの言葉 を書 いた時 には,キ ーツ
に とって はよい ものに見えたので,後 世 の人々 は これ を理 解し易い もの と思っ
た◎しか し彼 は,直接的 な喜悦 が比 較 を超 えた ものであ るよ うに,苦痛 も亦 同様
であ るとい うことをわ きまえ るに至 る。 やが ては喜悦 が苦痛,苦 痛が喜悦 とな
る時が必然的 に到来 す るとい うことも。 何 となれば ま るで内部法則に強制 され
たよ うに,こ のよ うな性質 は,前 意識 的存在の有機的単純性 に復 帰す るか らで
ある。 然 し この単純性は意識 の微妙神秘性 をその申 に豊かに もつ ことにな る。
人生 と芸術 に於 け る複雑性の申の単純性 については,キ ャサ リン ・マ ン ス
フ.一 ル ドが 申し分 な き好例で ある。生れ な が らの 権 利 に よ って彼 の 女 ば
`ex
periencingnatures'に属していた。 これ らは,普 通の者の気附か ぬ人生 の信
仰 にま って支 え られてい る。プ レ イ.クが`Therdadof'excessIeadstothe
palaceofwisdom.'と述べた時に,果 し て 何 を意 味してい7cかを理解 してい
る。活力 にみ ちた人生経験 に関しては,彼等は間接には何 もと り得 ない。常に彼
等 に とって真実の証 明はキー ツの言葉 を借 りれば`ontheirpulses'であった。
世 間の 目か ら見れば当然彼 等は賢明ではない。世 間の人 の云 う賢明 さとは,自 へ
分 の身 を経験 の筈 に さらさない ことで あ る。賢者は他 の人 の報道を受 け入れ る。
彼 等は 「人生 の主人」 は播か ぬ土地で刈 ろ うとす る きびしい人 だ とい うことを
知 ってい るか ら,彼 等の才能 を地下 にか くし,危 険 は犯 さない。
、1
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この点に於て彼等は賢明である。然し世の申には彼等にまさる賢者がいる。
それは 「危険 を犯せ!若 しそれがお前の内心の真実のす ～めな らば従 え。 どんほ
な に 高 く つ こ う と も従 え1」 ど さ 、や く 。`Lauhchout,thefragilesqulin
thefragileshipofb曲工age'と ・D.H.Lawrenceは 彼 の 最 後 の 最 も美 し い 詩
で .,同 じ こ と を 叫 ん で い る 。`Thelittleboatentersthedarkfear`u1.gulf
andour.onlycryisescape・``putmeonlandagain.',Butit'suseless.
Nobodylistens.TheshadowyfigureroWsbn.Oneoughttosi重stilland
unCOverOlle'seyeS.'.こ・れ ら二 人 の 友 は 吾 々 に 何 を語 っ て きか せ る の か?同 じ
イ メ ー ジ に つ い て か?然 り,同 じ もの に つ い て 団あ る。 「死 」 と 「苦 痛 」 の
受容についてであ る。 あ らゆ る存 在の最後の黒影一一最大 の悲 しみ 一一魂が 顔
脅そむ ける苦痛 と悪 か ら吾々の 目か くしを外す ことであ る。理 想の死,愛
情 の死,葉 のか げあ蝸 を次 ぎ次 歯 と見附 け・るこ とか ら来 る死,`Bliss'のBertha
Youngの幸福の菊,`TheGardenpartylのLa導aの幸福 の死 これ らは
層皆終 り'なき一 つの主題 の変形 であ る。 ・
然 し常に死 か ら新 らしい生命が誕生 す る。新 らしい 生 命は代 る代 る死ぬ運 命
を もち,常 に再生の運 命におかれ,つ いに完全 な 自己放 棄 を最 終 的 に受 容 す
6・ ゆ くして ・キ ・VVン の云 う如 く・`Ev・rythingf・reverisch・ng・d・'と
な る 。 これ が ブ レ イ クの 云 う真 の 想 像 の 世 界 』これ はSかirilualSensationで
あ る ・(直接 経 験 の 世 界 で あ るか らSensationの世 界 と 云 い,五 感 や 理 知 に よ
・っ て 見 分 け られ な い か ら
,Spiritualworldと云 う)へ 最 後 に 入 る こ と で あ
る 。 これ らす べ て の 彼 方 に あ り,し か も こ れ ち を 否 定 し な い 世 界,`The
beautyofthetruth'の世 界 に 入 る こ とで あ る 。
ItseelnstomethatifBeautywereAbsoluteitwouldllolongerbe
theki夏dofBeautyitis.BeautytriumphsoveruglineSsilllife.Thaf6
whatIfeel.AndthatmarvelloustエiumphiswhatIlongtoexpress
… …Isiti亘awaiting.roor駐wheエeallisugly ,whereit'sdirty,du11,
・dreadfμ1
,wheres三ckpeoplewai亘11gwithmetoseethedoctorare・
亀
＼、
キ ャ サ リ ン ・マ ン ス フ ィ ー ル ド .(67)
allmarkedbysufferingandsorrow.Anda'verypoorworklnan
comesi耳,takesoffhiscaphulnbly,beautifully,walksontiptoe,has
alookasthoughhewereinchu'rch,hasalookasthoughhe
believedthatbehindthatdoctor,sdoorshonethem辻acleofhealing.
Andallischanged,allismarvellous.It'sonlythellthatonesees
forthefirsttimewhatishappening.Lifeis,allatonealldthesame
time,farmoremysteriousandfarsimplerthanweknow.It'slike
∫eligioninthat.Ifwewanttohavefaith,andwithoutfaithwedie,
wemustleamtoaccept.That'show.itseemstome.
キ ャサ リンが行 ったこ とと,キ ャサ リンが どんな人物 にな ったか とい うこと
について,本 質的 な特質 をのべてい る形 容 詞 を一 つ 選 ばな けれ ばな らぬ とす
れば,マ リーは`serene'とい う語 を指摘 したい と云 う。 キ 畢サ リンの作 品k
共 鳴す る読者 はこの うら＼か さ 一 泪 を通 して輝 く虹 の うら㌧か さ を認
め,こ め うら＼か さが,と ぼのつま りは静け さか ら来 るこ とを理解す る も(ρと
マ リーは云 う。キ ャサ リンは 自分の一生 悲惨 な事の沢 山あった,そ して短
い 自分 の一生 、を回顧し,と と 団のつま りは楽 しか った と云 い,と 買のつま
り苦難 は特権,苦 痛は よ り深い喜悦 への入 口,悲 しみは新 らしい美 し さの陣痛
・ と断言した。 と 団のつま り・ とい う彼 の女 の言葉 は,人 生の如 く神秘且単純
で,彼 の女 の一生 とその芸術 の神秘 をアζ＼えてい る。 マ リーが彼 の女の人柄 を
考 え,そ の人柄 か ら生 まれて来 た作品 を考 え る時に,こ れ こそ長 い間のなつか
しい苦 しみの美妙 な味わい をた ㌧えて,彼 の胸 に強 く響いて来 る一句であ ると
こ
マ リ ー は 述 懐 す る。 と9の つ ま り美 は醜 に うち か つ 。 とs'のつ ま り,小 さ な ラ
ン プ は,`TheDoll'sHouse'にや わ らか く永 遠 の 光 を放 ち,とssNの づ ま り
`TheGardellPart
y'の死 ん だ 男 の 眠 っ て い る よ うな 顔 は,「 万 事 こ れ で ホ い め
だ 」 と さsや き,MaParkerは 胸 の 悲 痛 を泣 き叫 ぶ 場 所 も な い が,とs"め っ
ま りは,い つ ま で も美 し い 女 で あ る。(1960.6.10)
